
第６学年 走り高跳び 

１ 単元の目標と評価規準 

 知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

目
標 

走り高跳びの行い方を理解する

とともに，試技の回数やバーの高

さの決め方などのルールを決め

て競争したり，自己の記録の伸び

や目標とする記録の達成を目指

したりしながら，リズミカルな助

走から力強く踏み切って跳ぶこ

とができるようにする。 

自己の能力に適した課題の解決

の仕方，競争や記録への挑戦の仕

方を工夫するとともに，自己や仲

間の考えたことを他者に伝える

ことができるようにする。 

走り高跳びに積極的に取り組み，

勝敗を受け入れたり，仲間の考え

や取組を認めたり，場や用具の安

全に気を配ったりすることがで

きるようにする。 

評
価
規
準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①走り高跳びの行い方を言った

り書いたりしている。 

②５歩～７歩のリズミカルな助

走から強く踏み切って高く跳

ぶことができる。 

①自己の能力に適した課題の解

決の仕方および競争や記録へ

の挑戦の仕方を選んでいる。 

②自己や仲間の考えたことを他

者に伝えている。 

①走り高跳びに積極的に取り組

もうとしている。 

②勝敗を受け入れようとしてい

る。 

③仲間の考えや取組を認めよう

としている。 

④場や用具の安全に気を配って

いる。 

 

２ 単元の指導と評価の計画 

時間 
１ 

（導入） 

２ 

（習得） 

３ 

（習得） 

４ 

（活用） 

５ 

（活用） 

６ 

（まとめ） 

 単元のめあて「目標記録の高さに挑戦し、チーム対抗で得点競争をしよう」 
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知・技 
 

 

① 

ワークシート 
  

② 

観察・ICT 
 

思・判・表 
 

 
 

① 

ワークシート 

② 

観察・ﾜｰｸ 
  

態度 
④ 

観察 
  

③ 

観察 

① 

観察 

② 

観察 

 

健康観察，用具・場の準備 

挨拶，準備運動，補助運動，めあての確認 

挨拶 

オリエンテー

ション 

・単元の流れ 

・場やルール

の説明 

・準備運動 

・活動の説明 

・目標記録を

設定 

整理運動、振り返り、指導者のまとめ、健康観察、挨拶、片付け 

走り高跳び 

グループ対

抗戦 

 

「得点を付

け，チーム

対抗で高得

点を目指そ

う！」 

３歩～５歩

の助走から

高跳びをし

てみよう。 

活動Ⅰ 

5歩～7歩の

助走で踏み

切って跳ぶ 

チェック 

タイム 

※ﾀﾌﾞﾚｯﾄ 

活動Ⅱ 

チャレンジ

タイム 

※ﾀﾌﾞﾚｯﾄ 

活動Ⅰ・Ⅱ 

・チームで得

点を付ける 

・動きについ

てアドバイス

し合う 

※ﾀﾌﾞﾚｯﾄ 

活動Ⅱ 

課題の解決

に向けて練

習をする 

※ﾀﾌﾞﾚｯﾄ 

活動Ⅰ 

課題を見付

ける，決め

る 

活動Ⅱ 

課題の解決

に向けて練

習をした

り，伝え合

ったりする 

※ﾀﾌﾞﾚｯﾄ 

活動Ⅰ 

課題を伝え

合う 


















